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表 －6．8 ．2 （4） 重 要 な植 物 種 の確 認 状 況 （そ の 1）

改変、区域 内 での確認株数

恥 種
全
株
数

空港
施設

予 定地

航 空
障 害灯

予 定地

V O R／

D M E
予 定地

小計
造成 工事 による生育個 体 の消失 について

1
ミヤコゾマハナワラビ

（ミヤコゾマハナヤスリ）
4 1 3 0 4

消央
あり

ゴルフ場 内及びタキ山東 山頂部で確認 されて

おり、ゴルフ場 内の個体 が空港施設予 定地 、タ
キ山東 山頂部 の個体が航空 障害灯予 定地 に
含まれることから、全個 体が造成 により消失す

る。

2 カワリハ○ァマクサシダ 多数 多数 多数 0 多数

一 都

消失
あり

ゴルフ場 内、その周辺 の二次林 、タキ山東山頂

部及 び南東側斜 面、キツヌングスク北側 及び東
側斜 面、カラ岳北側斜 面等で確認されている。

このうち、改変 区域 内のゴル フ場内、周辺二次
林に生育 する一部の個体 は空港施設の造成 に

より消失 するが、改変 区域 外のゴルフ場 内、周

辺 二 次林 に生育する個 体、タキ山東 山頂部及
び南東側 斜面 、キツヌングスク北側及 び東側斜

面、カラ岳北側斜面等 の個 体は現状のまま生
育可能。

3 シマオオタニワタリ 1 1 0 0 1
消失

あり

ゴルフ場 内で 1個 体が確 認されており、空港施

設 予 定地 に含 まれることから、造成 により消失
する。

4 タカウラボシ 1 0 0 0 0
消失

なし

カタフタ山北東側斜面で確 認されているが、改

変 区域 には含 まれないことから、造成 による消
失はない。

5 ナンゴクデンゾソウ 多数 0 0 0 0
消失
なし

カラ岳 北側 の牧草地、カタフタ山北東側の水 田

等、タキ山北側斜 面、轟 川 中流 南側 の二次林

で確 認されているが、改変 区域 には含 まれない
ことから、造成 による消失 はない。

6 ハンゲショウ 5 5 0 0 5
消失

あり

国道 3 9 0号 近くの水 田脇 で確 認されており、空
港施設 予定地 に含まれ ることから、全個体が造
成 により消失 する。 ＿

7 ムタイヌビワ 2 1 0 0 0 0
消失

なし

水岳 北東側斜 面、カタフタ山北東側及 び南東

側 斜 面、タキ山東 山頂 部等で確認されている
が、改変 区域 には含まれないことから、造成に
よる消失はない。

8 リュウキュクツチトリモチ 3 2 0 0 0 0
消失
なし

水岳 山頂部 、カタフタ山北東側斜 面、轟川 中流

北側 の二 次林で確認 され ているが、改変 区域

には含まれないことから、造成 による消失 はな
い。

9 ナツノウナキサッヵミ 多数 0 0 0 0
消失
なし

カラ岳 北側 及びカタフタ山北東側斜 面の二次

林 、水 岳北側 の耕作地及 び牧草地で確認され

ているが、改変区域には含 まれ ないことから、
造成 による消失 はない。

10 アカハダブス 2 0 1 0 1

一部

消失
あり

カタフタ山 山頂部及び 水岳北側斜 面で確認さ

れており、カタフタ山山頂 部の個体は航 空障害
灯予 定地 に含まれることから造成 により消失す
るが、水 島北側斜面の個体 は現状のまま生育
可能 。

11 シマカナメモチ 1 0 0 0 0
消失
なし

キツヌングスク山頂部で確認 されているが、改

変 区域には含 まれないことから、造 成による消
失 はない。

12

がランピネムチヤ

（リュウキュケ
カワラケツメイ）

点在 点在 － 0 0 点在
一部

消失
あり

ゴルフ場 内、その周辺 の放牧地 、路傍 ・休耕

地、キツヌングスタ北東側 の国道 39 0号沿いの

二次 林、カラ岳西側の放 牧地 、路傍 ・休耕地及
び耕 作地で確認されている。このうち、改変 区
域 内のゴル フ場 内、その周辺 の放牧地 、路傍 ・

休耕 地に生育する個体 は空港施設 の造成 によ
り消失 するが、改変区域外 のキツヌングスク北
東側 の国道写9 0号沿いの二次林 、カラ岳西側の
放牧 地、路傍 ・休耕地及 び耕作 地の個 体は現

状のまま生育可能。


